
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

定家本『土佐日記』の表記について

望月, 正道
九州大学大学院（修士課程）

https://doi.org/10.15017/12059

出版情報：語文研究. 51, pp.21-25, 1981-06-01. 九州大学国語国文学会
バージョン：
権利関係：



定
家
本

『
土
左
日
記
』

の
表
記

に

つ
い
て

望

月

正

道

今

日
、
平
安
期

の
文
学
作
品
は
、
定
家
自
筆
本
が
事
実
上

の
孤
本
と

い
え
る

『
更
級

日
記
』
を
は
じ
め
、
藤
原
定
家

の
書
写
を
経
た
形

で
読
ま
れ

て
い
る
も

の
が
多

い
。
し

た
が

っ
て
、
定
家

の
書
写
が
ど
の
よ
う

に
行
な
わ
れ
た
か
は
、

無
視
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
問
題

で
あ
る

(小
松
英
雄
氏
の

「
藤
原
定
家

の
文

字
つ
か
い
ー

「
を
」

「
お
」

の
中
和
を
中
心
と
し

て
ー

」

言
語
生

活

2
7

2
号

(昭
和
49
年

5
月
)
は

こ
の
問

題
を
扱

っ
た
も

の
で
あ
る
)
。

と
こ
ろ
で
、

『
土
左
日
記
』

の
場
合
に
は
、
他

の
文
学
作
品
と
は
事
情
が
異

な
り
、
紀
貫
之
自
筆
原
本
が
長
く
後
世

に
伝

わ

っ
て
、
定
家

・
為
家

・
宗
綱

・

実
隆

の
少
く
と
も
四
人

に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
直
接

に
原
本
か
ら
書
写
さ
れ

て
い

る
。
な
か

で
も
為
家
本

(現
存
せ
ず
)
を
転
写
し

た
青
難
書
屋
本

は
、
漢
字
と

仮
名

の
書
き
分
け
や
仮
名

の
字
体
に
い
た

る
ま
で
原
本

の
姿
を
伝

え
る
も

の
と

考
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の

青
難
書

屋
本
と

多
く

の

異
同
を
有
す
る

定
家
筆
本

は
、

『土
左
日
記
』

本
文
を

考
え
る
の
に
は

そ
れ
ほ
ど

役
立
た
な

い
。
し
か

し
、
原
本

に
臨
ん
だ
定
家

が
、

そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
書

写
し
て
い

っ
た
か
を
知

る
上
で
は
、
ま
た
と
な

い
貴
重
な
資
料
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

定
家
筆

本

『
土
左
日
記
』

の
こ
の
よ
う
な
面
に

つ
い
て
は
、
既
に
次

の
よ
う

な
論
が
あ
る
。
清
水

義
秋
氏
は
、
原
本

の
仮
名
書
き
に
対
し

て
定
家

が
充
当
し

た
漢
字
を
検
討
し
て
、

二
日
間
に
わ
た

っ
た
書
写
の

一
日
目
と

二
日
目
と

で
は

書
写

の
際

の
注

釈
意
識
が
変
化
し

て
い
る

こ
と
を
示
し
て
お
ら
れ

る

(
「定
家

の
用
字
と
注
釈
意
識
-

漢
字
の
場
合
1

」

相
模
工
業
大
学
紀
要
七
ー

一

(昭
和

娼
年

3
月
)
)
。

ま
た
小
笠
原

一
氏
は

「
「
又
」
と

「ま
だ
」

・
「事
」

と
「来
と
」
ー

定
家
自
筆
本
に
関
し
て
ー

」
学
芸
国
語
国
文
学
第
八
号
(昭

和
48
年

6
月
)

の
中
で
、

定
家

の
他

の
自
筆
本

に
現
わ
れ
な

い
仮
名
や
他

の
定

家
自
筆
本

に
も
あ
る
も

の
の
多
用
さ
れ
な
い
仮
名
な
ど

の
分
布
か
ら
、
三
六
枚

ウ
二
行
目
ま

で
を

一
区
切
と
し

て

「書

写
の
途
中
で
転

写
の
方
針
に
大

き
な
変

改
が
あ

っ
た
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
同
じ
く
仮
名
字
体

の
問
題

で
は
あ
る
が
、
小
笠
原
氏

の
扱

っ
た

よ
う
な
特
殊
な
字
体
で
は
な
く
、
よ
り
機
能
的

な
書
き
分

け
の
問
題
、
具
体
的

に
は

「布
-

ふ
」
の
使

い
分
け
に

つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

「布
」
と

「
ふ
」
に

つ
い
て
、
た
と
え
ば

『
更
級
日
記

』
で
そ
の
用
法

を
見

て
み
る
と
、

布
か
き
河

(三

ウ
)
、
布
も
と

(
=

オ
)
、
布
み

(
一
四
ウ
)

お
も
ふ

(
一
ウ
)
、

い
ふ

(
二
オ
他
)
、
と

ふ

(
八
オ
)
、
を
ふ

(
同
)

な
ど
、

語
頭
と

そ
れ
以
外

の
位
置
と
い
う
使

い
分

け
が
あ

る
よ
う
で
あ
る
。

試
み
に
初
め

の
15
丁
に
お
け
る

「布

・
ふ
」

の
使
用
状
況
を
表

に
し

て
示
せ
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ば
次

の
よ
う
に
な
る
。

字

体

布ふ

合

計

語

頭

16

 

2

語
頭
以
外

6

合

計

一

37

18

43

盟3961

 

語
頭
以
外
に

「
布
」
が
使

わ
れ
て
い
る
も

の
は
、

う
ち
布
き

(
五
オ
)
、
く
ん
し
布
し

ぬ

(五
ウ
)

と
い

っ
た
複
合
動
詞

の
場
合
、

ゆ
/
布
き
り

(
二
ウ
)
、
ひ
と
り
こ
ち

つ
/
布
や
き

(六

ウ
)

と

の
い

っ
た
行
頭

の
合
場
多
い

(行
頭

に

「
ふ
」
が
見

え
る
の
は
、

一
六

ウ
、

一
七

ウ
、
四
九
オ
の
3
例

の
み
で
、

一
七

ウ
は
変
え
字
)
。
そ

の
他
、

さ
布
ら
ふ

(
一
五
オ
、
五
八
ウ
)
、
さ
布
ら
ひ
て

(六
九

ウ
、

七
五
オ
)
、

中
将

の
し
布

(九

ウ
)
、

ち

ゝ
布

の
山

(
四
四
ウ
)

な
ど
が
あ
る
が
、

「
さ
布
ら
ふ
」

は
こ
の
語
に
関
す

る
特

に
習
慣
的
な
用
字
と

見
な
せ
る
か
ら
、
例
外
は
か
な
り
少

い
と
い
え
そ
う

で
あ
る
。

一
方
、

「
ふ
」
を
語
頭
に
用

い
た

の
は
、

東
ふ
け
は

(六

ウ
)
、

雪
ふ
り

(
一
七

ウ
)、
あ
ら
れ
ふ
り
み
た
れ

(
同
)
、

あ
め
ふ
り
く
ら
い
た
る

(
四
三
オ
)

な
ど
、

「
雨
」

「
風
」

な
ど

の

主

語
が
直
前
に

明
示
さ
れ
て
い
る

場
合
が
多

い
。ふ
し

の
山

(
=
ニ
ウ
)

と

い

っ
た
例
外
も
あ
る
が
、
原
則
的

に
は
語
頭
以
外

の
位
置
と

い
え
よ
う
。

定
家
筆

『土
左
日
記
』

で
は
、

フ
の
仮
名
は
次

の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
。

字

体

布ふ婦

合

計

語

頭

4727

 

377

語
頭
以
外

9155

 

1165

合

計

56182

 

4242

「
布
-

ふ
」

の
使

い
分
け
は

こ
こ
で
も
明
ら
か
で
あ

る
が
、

「
ふ
」

の
語
頭

 に
立

つ
も

の
が
や
や
多

い
の
が
目
立

つ
。
そ
こ
で
こ
れ
を
検
討
し
て
み
る
こ
と

に
す
る
が
、

そ
の
前

に
、
や
は
り
原
則
か
ら
は
ず

れ
る
語
頭
以
外

の

「
布
」
を

み
て
お
き
た
い
。

語
頭
以
外

の

「
布
」

の
9
例

の
う
ち
、

み
布
ね

(
一
九

オ
)
、
き

ゝ
布

け
り

て

(
二
○

ウ
)

は
複
合
語
、

い
/
布

(
二
七
オ
)
、
か
う
/
布
れ
る

(
三
○
オ
)

は
行
頭
、

た
て
ま

つ
り
た
ま
/

へ
と
い
ふ
い
布
に
し

た
か

ひ
て

(
三
六

オ
)

は
変
え
字

で
、
以
上

5
例

は
意
識
的
に

「布
」
を
用

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
残

る

4
例

は

か
そ
布
れ
は

(
三
○

オ
)
、

い
布

へ
し

(ゴ
ニ

ウ
)
、

こ
布
る

(
三
二
ウ
)

こ
布

る

(
三
三
オ
)

で
、

こ
の
う
ち

「
い
布

へ
し
」
は

一
筆

で
書
か
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
特
に

意
図
的
な
も

の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
結
局
、

「布
」

56
例
中
、
理
由
な
く
原
則

か
ら
外
れ
る
も
の
は
、

4
例

だ
け
で
あ
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
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さ
て
、
語
頭

の

「
ふ
」
は
全
27
例

だ
が
、

こ
の
う
ち
第

一
画
が
直
上

の
文
字

の
最
後

の
画
と
合
し
て
い
る
も

の
が
12
例
あ

る
。

夜
ふ
け
ぬ

(
一
ウ
)、
あ
め

ふ
れ
は

二

六

ウ
)
、
日
を
ふ
れ
は

(
一
七
オ
)
、

ゐ
れ
は
又
ゐ
る
ふ
く

風
と

二

七
ウ
)
、
ゆ
き

そ
ふ
り
け
る

(
一
八
オ
)
、

ゆ
き

の
み

そ
ふ
る

(
一
九

ウ
)
、

あ
め
ふ
る

(三
○
オ
)
、
日
を
ふ
る

(三

三
ウ
)
、

い
や
ふ
き
に

(三
六
オ
)
、
世
を

ふ
る
や
と
の

(四

一
オ
)
、
あ

め
ふ
る

(
四
二
ウ
)
、
夜
ふ
け
て

(
四
四
ウ
)

こ
れ
ら

の
文
字

の
連
続

は
、

そ
れ
全

体
を

一
つ
の
語
句
と
し

て
意
識
さ
せ
る
書

き
方

で
あ
り
、

「
ふ
」

で
書

か
れ

て
も
問
題
は
な

い
。

『更
級
日
記
』
に
も
類

例

が
あ

っ
た
。

こ
の
他
、
連
字
に
は
な

っ
て
い
な

い
が
、

夜

ふ
け
て

(
一
三
オ
)
、
あ
め
ふ
ら
す

(
一
五

ウ
)
、

風
ふ
/
き
て

(
三
六

オ
)

の
3
例
も
同
様
に
考
え
て
よ

い
。
し
た
が

っ
て
、
問

題
と
な
る

「
ふ
」

の
使
用

は
次
の
12
例

で
あ
る
。

ふ
む
と
き

(
一
五
ウ
)
、
ま
な

こ
も
こ
そ
/

ふ
た

つ
あ
れ

(三
六

ウ
)
、

よ
ろ
こ
ふ
こ
と
ふ
/

た

つ
な
し

(
三
七
ウ
)
、
か

の
ふ
な
ゑ
ひ
の

(
同
)
、

ふ
な
そ
こ

(同
)
、

ふ
な
き
み

(
三
八
オ
)
、
ふ
な
ゑ
ひ
し
た
う

へ
り
し

(同
)
、

ふ
な
き
み

(同
)
、
ふ
な
き
み

(三
九
オ
)
、
あ
め

い
さ

ゝ
か
に

ふ
り
て
や
み
ぬ

(
四
二
オ
)
、
ふ
ち
せ

(
四
四
オ
)
、

お
な
し

ふ
か
さ
に

(
四
四

ウ
)

12
例
中

11
例
ま

で
が
三
六
ウ
以
後

に
集
中
し

て
現
れ
て
い
る
。
作
品
全
体
の
分

量
か
ら
い
え
ば
、
三
割

に
も
満
た
な

い
部
分

に
、

こ
れ
だ

け
集
中
し
て
現

れ
る

の
は
何
か
理
由
が
あ
り
そ
う

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
A
「
度
は
三
六
丁

ウ
以
後

に
現
れ

る
語
頭
の

「
布
」
を
調

べ
て
み
る

と

(
語
頭
以
外

の
例

は
、

こ
の
範
囲

に
は
見
ら
れ
な
い
)
、

布
ね

(
四
三
オ
)
、
布
/
な
人

(四
六
オ
)

の
、
わ
ず
か

2
例
し
か
見

え
な
い
こ
と
が
わ
か
る

(
「
婦
」
は
こ
の
範
囲
に
は

な

い
)
。

つ
ま
り
、
三
六

ウ
以
後

の
フ
は
、

2
例
を
除

い
て
、

語
頭

で
あ
る
と

否
と
に
か
か
わ
ら
ず

「
ふ
」
を
用
い
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、

青
難
書
屋
本

で
は

フ
の
仮
名
が
す

べ
て

「
ふ
」
で
書
か
れ

て
い
る

事
実
を
考
え
あ
わ
せ

て
み
る
と
、
三
六

ウ
以
後

は
、

こ
の
青
難
書
屋
本

の
仮
名

字
体
に
、

つ
ま
り
恐
ら
く
は
貫
之
自
筆
原
本

の
仮
名
字
体

の
用
法

に
、

ほ
と
ん

ど

一
致
す
る
わ
け

で
あ
る
。

以
上
見

て
き
た
よ
う

に
、

フ
の
仮
名

に
つ
い
て
は
、
三
六
丁
あ
た
り
を
境
と

し

て
、
そ
れ
以
前

に
は
定
家

独
自

の

「
布
1

ふ
」
と

い
う
機
能
的
書
き
分
け

が
行
な
わ
れ
、

そ
れ
以
後
で
は
原
本

の
用
字
で
あ
る

「
ふ
」
が
主

に
用

い
ら
れ

て
い
る
。

こ
の

「
布
」

「
ふ
」

は
、
と
も
に
定
家
筆

本
に
お
い
て
は
特
殊
な
仮

名

と
は

い
え
な
い
も

の
で
あ
る
。

こ
れ

に
対
し

て
、
既

に
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う

に
、
小
笠
原
氏

が
、
多
用
さ
れ
な

い
仮
名

に

つ
い
て
調
査
さ
れ
、
や
は
り
前
後

で
差
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
ら
れ
る

の
で
、

そ
の
結
果
と
比
較
し

て
み
る
こ

と

に
す
る
。

小
笠
原
氏

は
、
仮
名
字

母
を
次

の
六
に
分
け

て
お
ら
れ
る
。

こ
れ
を
い
く

ぶ

ん
整
理
し
て
示
せ
ば
、

一
、
定
家

の
他

の
自
筆
本
に
な
く
、
青
難
書
屋
本
に
あ
る
仮
名
。

散
、
保
、
数
、
乎

二
、
他

の
定
家
自
筆
本

に
も
あ

る
も

の
の
多
用
さ
れ
な
い
仮
名

で
、
青
難
書

屋
本

に
あ
る
仮
名
。

お
、
支

三
、

『
土
左
日
記
』

で
は
変
字

と
し

て
の
み
使
わ
れ
、
青
難
書
屋
本
に
は
全
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四

、

五

、

六

、

く
用
い
ら
れ

て
い
な
い
仮
名
。

阿
、
起
、
古
、
亭
、

登
、
遊

『
土
左
日
記

』
で
は
過
半
数

が
変
字
と
し
て
使

わ
れ
る
多
用
さ
れ
な

い

仮
名

で
、
青
難
書
屋
本

に
は
用
い
ら
れ

て
い
な
い
仮
名
。

伊
、
具
、
婦

『
土
左
日
記

』
で
は
変
字
と
な
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
多
用
さ
れ
な

い

仮
名

で
、
青
難
書
屋
本
に
は
用
い
ら
れ

て
い
な
い
仮
名
。

須
、
堂
、

王
、
越

『
更
級
日
記

』
で
は
、
変
字

以
外

に
は
行
頭
に
表

わ
れ
な

い
が
、

『
土

左
日
記

』

で
は

行
頭
に
表

わ
れ
、

青
難
書
屋
本

と

一
致
す
る
仮
名
。

訂
」、
岡

と
な
ろ
う
。

一
と
二
は
主

に
後
半
に
、

三
、
四
、
五
は
前
半

の
み
に
、

六
は
後

半
に
の
み
表
わ
れ
る

(
こ
こ
で
い
う
後
半

は
、
三
六
ウ
三
行
目
か
ら
)
。
今
、

こ
の
六
類

の
仮
名
を
、

そ
の
仮
名

が
原
本

に
存
し
た
か
ど
う
か

(
青
難
書
屋
本

に
存
す

る
か
ど
う
か
)
で
分
け
直
せ
ば
、

A
、
原
本
に
あ

っ
た
仮
名
=

一
と
二
と
六

B
、
原
本

に
は
な
か

っ
た
仮
名

目
三
と
四
と
五

と
な
る
。

A
は
主
に
後
半
、

B
は
前
半
に
の
み
現
れ
る
。

つ
ま
り
、

こ
う
し
た

多
用
さ
れ
な

い
仮
名

に

つ
い
て
も
、
前
半

で
は
定
家

独
自

の
仮
名

の
使

用
が
行

な
わ
れ
、
後
半

で
は
原
本

の
用
字
に
よ
り
近

い
も

の
に
な

っ
て
い
る

こ
と
が
わ

か
る
。

清

水
氏

は
、

書

写

の

一
日

目

(
二
八

オ

ま

で
)

と

二
日

目

(
二
八

ウ
か

ら

)

と

で
は
、

定

家

の
常

用

的

漢
字

で
あ

る

「
人
、

山

、

月

、
物

、

心
、

見

、
所

、

風
、

又

、

時
、

神

、

河

、

浪

、
夜

、

舟

、

猶

、

松
」

の
充

当

率

が

違

う
、

つ
ま

り

一
日
目
が
高
く
、

二
日
目
は
低

い
こ
と
、

ζ
れ
は
、

一
日
目
は
注
釈
意
識
が

高
く
、

二
日
目

は
原
本

へ
の
回
帰
性
が
高
く

な

っ
て
い
る

の
で
あ

る
こ
と
、

な

ど
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
注

釈
意
識
と
原
本

へ
の
回
帰
性
と

い
う
解
釈
は
、

こ
れ
ま

で
み
て
き
た

仮
名

の
場
合

に
も
、
そ
の
ま
ま
あ

て
は
め
て
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
定
家

は

前
半
で
は
そ
の
本
文
に
対
す

る
解
釈
を
よ
り

明
確
に
示
す
よ
う
な
表
記

を
行

な

っ
て

い

っ
た
の
だ
が
、
後
半

に
至
り
、
何

ら
か

の
理
由
に
よ

っ
て
そ
の
よ
う
な

丁
寧
な
書

写
を
行
な
う
余
裕
を
失

い
、

よ
り
原
本

に
近
い
表
記
を
残
さ
ざ
る
を

得
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
主

に
変

え
字
な
ど
に
使
う
稀
な
仮
名
ば

か
り

で
な
く
、

「
布
　

ふ
」

の
よ
う
な
機
能
的
な
文
字

つ
か
い
に
ま
で
及
ん

で
い
た

こ
と
は
注
目
さ
れ
る

(な
お
、
漢
字

の
充
当
率
は
、
仮
名

の
場
合

の
よ

う
に
は
、

は

っ
き
り
と
し
た
変
わ
り
め
を
見
せ
は
し
な
い
か
ら
、

二
八
丁
で
区

分
す
る
考
え
方
が
唯

一
の
も

の
と
は

い
え
な

い
)
。

こ
の
よ
う
に

『
土
左
日
記

』
を
書
写
し
て
い

っ
た
定
家

の
書
写
態
度
は
、
前

半
と
後
半

と
で
は
か
な
り
異
な

っ
て
い
る
。
前
半

の
書

写
態
度

は
他

の
定
家

筆

本

に
も
通

じ
る
も

の
で
あ
り
、
原
本

に
対
し

て
漢
字
や
仮
名

を
ど
う
変
え
て
い

る
か
が
わ
か
る
点

で
、
定
家

の
文
字

の
用
法

の
基
本
的
資
料

と
な
る
。
た
だ
、

前
半
と

い
え
ど
も

『
土
左
日
記
』

に
の
み
見

え
る
仮
名

が
あ

っ
た
り
す
る

こ
と

か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
完
全

に
原
本

の
用
字
か
ら
自
由
で
あ
る
こ
と
は
あ
り

え
な

い
だ
ろ
う

(中

で
も
、

「
を
　

お
」

に
関
す
る
定
家
仮
名
遣

の
違
例

は

す

べ
て

「
乎
」

で
書
か
れ
た
語
で
あ
り
、

「
乎
き
な
」

(
一
○

ウ
)
、

「
乎
ん

な

(姫
)
」

(
三
七

ウ
)
を
除

い
て
、

い
ず

れ
も
青
難
書

屋
本

に

一
致
す
る
、

つ
ま
り
、
原
本

に
ひ
か
れ
て
書

い
た
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
)
。

一
方
、
後
半

で
は
、
変
え
字

な
ど

に
用

い
る
多
用
し
な

い
仮
名

は
も
と
よ
り
、
常

に
機
能
的
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に
書

き
分

け
て
い
た
は
ず

の

「
布
　

ふ
」

の
使

い
分
け
ま
で
も

が
崩
れ

て
し

ま

っ
た
。
が
、
同
じ
よ
う
に
機
能
的
な
使

い
分

け
で
あ
る

「
か
　

可
」

の
よ

う
な
も

の
に
は
、

そ
れ
ほ
ど
変
化
が
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
相
違
が

何
故
生

じ
た
も
の
か
、
ま
た
、
ど

の
仮
名
が
原
本

の
影
響
を
よ
り
強
く
受

け
て

い
る
か
、
な
ど
を
考
え
る

こ
と
は
、
定
家

の
表
記

を
よ
り
正
し
く
解
釈
す

る
こ

と

に

つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
今
後

の
課

題
と
し
た

い
。

受

贈

図

書

(昭
和
五
十
五
年
四
月
～
五
十
六
年
三
月
)

国
文
学
年
鑑

昭
和
53
年
度

図
書
寮
叢
刊

二
八
明
題
和
歌
集

(下
)

日
本
学
之
論

奄
美
与
論
島
の
音
楽
と
習
俗
と
言
語

天
理
図
書
館
の
善
本
稀
書

歌
聖

国
文
学
研
究
資
料
館

宮
内
庁
書
陵
部

日
本
学
之
論
発
行
の
会

山

田

実

反

町

茂

雄

宇

都

宮

惟

中

芸
備
ロ
説
き
音
頭
集

上

・
中

(国
語
国
文
学
資
料
集
)

青
春
の
横
光
利

一

三
重
県
南
牟
婁
郡
の
こ
と
ば

文
学
に
お
け
る
風
俗

文
学
に
お
け
る
自
然

松
操
和
歌
集

本
文
と
研
究

紫
式
部
日
記
の
研
究

江
戸
時
代
文
学
誌

第

一
号

堤
中
納
言
物
語

久
題
宮
本

後
拾
遺
和
歌
集

日
野
本

我
身
に
た
ど
る
姫
君
物
語
全
註
解

広
島
女
子
大
国
語
国
文
学
研
究
室

三
重
県
立
上
野
高
等
学
校

中
部
日
本
教
育
文
化
会

梅
光
女
学
院
大
学

鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
地
域
研
究
所

木

下

美

柳

門

舎

久

曽

神

昇

文
字
と
こ
と
ば
を
や
さ
し
く
す
る
た
め
に

戯
作
研
究

源
氏
物
語
評
論

萬
葉
そ
の
後
ー

犬
養
孝
博
士
古
稀
記
念
論
集
-

高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究

徳

満

澄

雄

白

川

初
太
郎

中

野

三

敏

今

井

源

衛

迫

野

慶

徳
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